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令和５年度所沢市一般会計・特別会計・事業会計決算の認定
認定第１号～認定第１０号

　予算が収入・支出の見積もりであるのに対し、決算は収入・支出の結果です。
　決算の認定とは、予算がどのように使われ、いかに成果を上げたのかを議会が市民の立場に立って審議し、適切であると
認めることです。

ポイント 決算の認定とは

認定
　する

今回の主な内容

決算の認定、市長提出議案などのおもな概要概要
決算特別委員会で集中審議

討論の様子はコチラ➡

認定第１号：一般会計決算については、民生費のうち生活保護事務費の電子レセプトシステム改修委託料が、
生活保護受給者をマイナンバーカードにつなげるための改修であることから、反対する。

認定第５号：国民健康保険特別会計決算については、保険税賦課限度額の引上げが含まれている。国の国民
健康保険の都道府県統一方針に基づいて進められているが、加入者への負担増は認められない。

認定第６号：介護保険特別会計決算については、介護保険法改正による自治体情報システム標準化のための
システム改修、介護報酬改定などが含まれていることから、反対する。

認定第８号：水道事業決算については、インボイス導入のためのシステム改修が含まれている。インボイス
制度により増税が進められていることから、導入のためのシステム改修は反対する。

矢作 いづみ
（日本共産党）

【討論】決算認定に反対

反対

※審議結果、議員別賛否一覧は７ページをご覧ください。
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第５章　魅力・元気・文化を誇れるまち　第３節　観光・にぎわい　（2）課題
• 新所沢・小手指地域では、シンボル的な商業施設が閉店したことに
より地域の魅力発信やにぎわいの創出などを検討する必要があり
ます。

　委員会として審査を進めた結果、『新所沢、小手指地域のまちづくり』　『旧市庁舎や文化会館跡地の活用』
『期日前投票所の増設・投票環境の充実』に関する内容の修正案を可決しました。

●これまでの議論

●ギカイの結論 修正可決

議会の思いを反映!!

第６次所沢市総合計画※後期基本計画の策定について
議案第８６号

（問合せ：経営企画課　２９９８－９０２７）

修正
　可決

総務経済常任委員会で審査

委員会会議録はコチラ➡

 ８月１９日～２１日 委員会 第６次所沢市総合計画基本構想・前期基本計画の振り返り  （閉会中審査）

 ９月２日 本会議 議案第８６号「第６次所沢市総合計画後期基本計画の策定について」の上程
 ９月５日  総務経済常任委員会に議案を付託
 ９月６日、９日 委員会 執行部への質疑
 ９月２４日 本会議 閉会中の継続審査をすることに決定
 １０月２日  所沢市総合計画審議会の委員のうち、 市民検討会議から選出された委員を参考人招致
  委員会 ９月６日、９日に引き続き、執行部への質疑
 １０月２２日 （閉会中継続審査） 自由討議（論点整理）
 １０月２５日  自由討議（論点整理）、修正案を提出、意見・採決（修正案を可決）、付帯決議
 １２月２日 本会議 委員長報告、討論、採決（修正可決）

審議結果はコチラ➡

新所沢駅西口周辺 小手指駅北口周辺

第６章　自然と調和する住みよいまち　第２節　市街地整備　（2）課題
• 新所沢駅・小手指駅での大規模商業施設の閉店により、この地域
のまちづくりについて検討する必要があります。
• まちの中心部に残された貴重な市有財産である旧市庁舎や文化会館
跡地が活用されていない状態であり、その活用方法や周辺まちづくり
について検討する必要があります。 旧市庁舎（宮本町） 旧文化会館（宮本町）

第７章　未来（あす）を見つめたまちづくり　第２節　市民参加・情報共有　（２）課題
• 期日前投票所の増設等について検討する必要があります。

（４）基本方針 ７-２-１ 市民参加の推進
　　幅広い世代の多様な意見が市政に反映されるよう、審議会での市民
委員の選出やパブリックコメント手続など、参加の機会を確保すると
ともに、無作為抽出による公募などの仕組みづくりを進め、また、選挙
における投票環境を充実させることにより、市民参加の推進を図ります。
　　また、これからのまちを担う若年層の市民参加につながるよう、
市公式ＳＮＳを活用するなど、様々な機会を通じて市政情報を積極的
に発信します。

期日前投票所
（市役所８階）

期日前投票所
（所沢駅東口市民ギャラリー）

【修正内容】（※修正部分は文字に色がついています）

※市の最上位に位置付けられるもので、将来都市像を定め、これを実現するための各分野の取組の方針等をまとめた計画
　前期基本計画の期間・・・令和元年度～令和６年度　　後期基本計画の期間・・・令和７年度～令和１０年度
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《国民健康保険の都道府県単位化（県と市の共同運営）》

今回提案した税率で令和７年度の当初予算を試算したところ、およそ８億円の財源不足となる見込みで、法定外繰入
の解消には至らないものです。今後も、県の運営方針に沿って継続した税率の見直しを図っていく必要があります。

今回の税率改正で、国民健康保険特別会計の赤字は令和８年度に解消されるのか。

都道府県と市町村が国民健康保険を共同で運営していくということは、法の定めによるものであり、任意に参加
しているものではないため、脱退できるものではありません。

県と市の共同運営となっているが、脱退することは可能なのか。

税率改正を行わなかった場合のペナルティはありませんが、県への納付金が確保できず、多額の財源不足が生じる
ことが見込まれます。また、県の運営方針に沿った税率改正を各自治体が進めている中で、本市が足並みを乱すこと
にもなりかねず、将来的には県が国から受ける交付金に影響を及ぼすだけでなく、県全体の納付額や県全体の標準
保険税率にまで影響が生じる可能性があります。

今回、税率改正しなかった場合、本市に何かペナルティはあるのか。

　平成３０年度に国民健康保険が都道府県単位化され、県は財政運営の責任主体となり、国民健康保険の安定的な運営を図る
ために国民健康保険運営方針を策定しています。
　令和５年１２月に策定された「埼玉県国民健康保険運営方針（第３期）では、保険税水準の完全統一の目標年度が令和
１２年度とされ、それに先立ち令和８年度には法定外繰入（赤字繰入）の解消、令和９年度には県標準保険税率に市町村
ごとの収納率を勘案した「市町村標準保険税率」とする「準統一」としていくこととされています。
　県の運営方針に沿って保険税水準の統一に向け、賦課方式の変更と税率の改正を行う必要があるほか、本市においては、
ここ数年、法定外繰入が生じており、令和８年度に向けて、令和７年度の税率等を変更して繰入額の削減を行う必要があります。

●ギカイの視点

原案
　可決 国民健康保険の安定運営を目指します

議案第１１９号　所沢市国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定について

（問合せ：国民健康保険課　２９９８－９１３１）

【令和７年度 国民健康保険税の４つの変更ポイント】
①医療給付費分の資産割と平等割を廃止します。
②医療給付費分の所得割の税率を引き下げ、均等割額を引き上げます。
③後期高齢者支援金等分と介護納付金分の所得割の税率と均等割額を引き上げます。
④後期高齢者支援金等分の賦課限度額を引き上げます。

・資格管理（資格確認書等
  の交付）
・保険税の賦課・徴収
・保険給付
・保健事業

所沢市の役割 埼玉県の役割

・財政運営責任
・国保事業費納付金を決定
・標準保険税率等の設定
・保険給付費等交付金の交付

国
保
加
入
者

所　
　
沢　
　
市

埼　
　
玉　
　
県

①保険税の賦課

②保険税の納付

⑤保険給付
　保健事業

③国保事業費
納付金の支払い

④保険給付費等
交付金の交付
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議案第１１９号 
　　所沢市国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定について

反対 長岡 恵子
（立憲民主党　
 ・れいわ新選組）

反対 末吉 美帆子
（立憲リベラルの会）

反対 中井 めぐみ
（日本共産党）

賛成 佐野 允彦
（自由民主党・維新
 ・参政・無所属の会）

討論の様子はコチラ➡

本市では、ここ数年国民健康保険特別会計への法定外繰入が生じており、令和５年度
は１３億８,６０９万８,０００円の法定外繰入が生じている。こちらは二重課税とな
っている状況から、これを解消していくことが必要であることは理解できる。今回改
正した場合、本市の赤字解消は見込まれるのかという質疑に対し、「今回提案した税
率で令和７年度の当初予算を試算したところ、およそ８億円の財源不足となる見込み
であり、法定外繰入の解消には至らず、今後も県運営方針に沿って継続した税率の見
直しを図っていく必要がある。」との答弁であった。国民健康保険税は高額療養費の支
給対象者の増加もあることから、今後も継続して負担額が増加することが想定される
ため、もはやこれは国が対応を考えなければならない課題である。

このたびの改正案により、複数の子どもを育てる世帯は増税となることから「子ども
を大切にするまち所沢」とは何かと問われれば、返す言葉がない。国民皆保険を実現
するために、国民健康保険は他の医療保険に属さない全ての人を被保険者にするため
にスタートした。昨今では、高齢化、産業構造の変化、年金・医療制度の改正の影響
を受け、無職者や非正規雇用者の割合が増加している。確かに、国民皆保険制度の最
後のとりでであり、セーフティネットである国民健康保険制度の運営を安定化させて
いくことは、社会保障の制度上で非常に重要な課題であるが、国民健康保険は他の保
険には加入できない実態、減免世帯が約半数の実態、物価高で日々の生活に大変苦し
んでいる方が増加している実態の中、最後のとりでという観点からみて、みんなで守
るということが極めて重要であると考え、今回の改正案には賛成はできない。

国民健康保険は加入者による助け合いではなく、国や都道府県、市町村からの負担を
原則として成り立つ社会保障制度である。子どもから子育て世代、お年寄りまで、全て
の人々の生活を生涯にわたって支えるものでなければならないはずである。しかし、
国民健康保険税のこれ以上の負担は、国民健康保険の加入者が生活していけないレベ
ルまできている。市が法定外繰入を行ってきたのは、市民にとって必要な医療費を負
担してきたものであり、社会保障を行う市の責務として実施してきたことである。一
番影響が多い世帯は子育て世帯、そして、子どもの多い世帯ほど負担が大きいという
ことがはっきりした。それは、子ども中心のまちづくりを目指す小野塚市政とは逆行
するものである。国民健康保険制度を守ることは大切だが、国民健康保険を守るため
に、加入している市民が生活していけなくなっては本末転倒である。

今回の改正は、医療給付費分の資産割と平等割を廃止することと所得割税率を引き下
げ、均等割額を引き上げること、そして、後期高齢者支援金等分と介護納付金分の所
得割税率と均等割額を引き上げること。さらに、後期高齢者支援金等分の賦課限度額
を引き上げることの４点が挙げられる。資産割の廃止については、資産は風邪をひか
ないのに、なぜ国民健康保険税の対象だったのか。租税の中立性、応益性を考えれば、
廃止は当然のことであり、評価されるべきである。一方、均等割の負担増については、
子ども医療費は無償で、さらに本市では１８歳までが無償であることから、無償化に
よる子どもの過診療によって保険税が圧迫されているという問題もある。子どもがい
る家庭に対しては、所得の高い低いにかかわらず、扶養者数に応じて今まで以上に負
担増を求めていくことは当然である。

【討論】議案第１１９号に賛成・　　反対反対
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請　　　願

請願第２号
所沢市議会は、市長が除染土実証事業の中止を
　　　　　　　　　　環境省に文書で申し入れるよう求めて下さい。

　環境省は一貫して所沢での実証事業の実施を表明しています。所沢市議会は、市長が市議会決議や弥生町町会決議、中止
を求める署名に示された市民の声を踏まえ、除染土実証事業の中止を環境省に文書で申し入れるよう求めて下さい。

請願の要旨

　市長も市議会も地元自治会も反対の意思を表明していることから、新しい事態が起こってきたときに、市議会は動きを
起こしていけば良く、その際には、市長や地元自治会の皆様にも同じように意思を示してもらえば良い。
　この請願のまま継続していくということは良いことではないと思うので、不採択とすべきである。

●委員会審査で出た意見

不採択

議員提出議案第４号

佐野允彦議員に猛省を求める決議原案
　可決

議員提出議案

　佐野允彦議員は、総務経済常任委員長のときに、職務を預かる立場でありながら、その長として委員会を代表
して出席すべき公務を、本人の趣味を優先させて欠席したばかりでなく、ＳＮＳにその様子を投稿し、出欠に関して
副委員長に相談することもなく、独断で欠席し、市民に対して委員会の信頼を傷つけたことは甚だ遺憾である。
　これは、我々所沢市議会議員が遵守しなければならない所沢市議会基本条例第４条第３号に定める「議会活動
を最優先するよう努めること。」に反する。
　また、本定例会に上程された議案第１１９号「所沢市国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定について」
の賛成討論では、国民健康保険は最後のセーフティネットであり、構造的にその被保険者は何らかの理由で働け
ない方など、低所得者層が多いという特徴がある。その中で、「自身の困窮を増税や逆進性のせいにするのは、
まさに甘えの極致」、「貧窮の境遇から救いを求めて差し出された、か弱き弱者の手を優しく握り返してやるとでも
思っているのでしょうか。冗談ではありません。反論も抵抗もできない社会的・経済的弱者に対しても、甘やかす
ことなく、冷徹に、無慈悲に、容赦なく、徹底的に収奪することこそが、効率的な税収確保のための最短距離で
あり、最善手」である旨の討論を行った。
　これは、自身の政治的信条は尊重されるべきであっても、このような激しい言葉で社会的弱者を叩き、貶める
ような発言は看過できない。これは、地方自治法第１３２条「普通地方公共団体の議会の会議又は委員会において
は、議員は、無礼の言葉を使用し、又は他人の私生活にわたる言論をしてはならない。」、所沢市議会基本条例
第４条第２号「議会の構成員として、個別的事案の解決だけでなく、市民全体の福祉の向上を目指すこと。」に
著しく反し、議会の信頼を傷つける発言であり、会派を代表して討論を行っている以上、本来ならば、この討論を
認めた当該会派の責任も指摘せざるを得ない。
　さらに、佐野允彦議員は、定例会の一般質問や委員会において不穏当発言を繰り返し、その都度本会議が止まる
事態が頻発している。議長からも再三注意をされているにも関わらず、自らの主義主張を繰り返す行為は、もはや
議事妨害に値し、執行部の残業にもつながっていることが懸念される。
　以上のことから、佐野允彦議員の、所沢市議会議員として所沢市議会全体の名誉を傷つける行為に対し、猛省
を求めるものである。

はなは

じゅん しゅ

こん きゅう

ひん きゅう

だつしゅう

おとし

かかん

いちじる

おんふ とう はつ げん
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議案番号 議　案　件　名 付託委員会
総務経済

総務経済
健康福祉

― 原案可決
同意する

不 採 択
審査未了

原案可決

予　　算

修正可決
承認する

結　　果

原案可決

可　　決建設環境

令和６年１２月定例会　審議結果

 議案第 ８６ 号 第６次所沢市総合計画後期基本計画の策定について
 議案第１０８号 専決処分の承認を求めることについて（令和６年度所沢市一般会計補正予算（第７号））
 議案第１０９号 令和６年度所沢市一般会計補正予算（第８号）
 議案第１１０号 令和６年度所沢市交通災害共済特別会計補正予算（第１号）
 議案第１１１号 令和６年度所沢市所沢都市計画事業狭山ケ丘土地区画整理特別会計補正予算（第１号）
 議案第１１２号 令和６年度所沢市所沢都市計画事業所沢駅西口土地区画整理特別会計補正予算（第３号）
 議案第１１３号 令和６年度所沢市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）
 議案第１１４号 令和６年度所沢市介護保険特別会計補正予算（第３号）
 議案第１１５号 令和６年度所沢市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
 議案第１１６号 令和６年度所沢市水道事業会計補正予算（第１号）
 議案第１１７号 令和６年度所沢市下水道事業会計補正予算（第１号）
 議案第１１８号 所沢市保健所設置検討委員会条例制定について
 議案第１１９号 所沢市国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定について
 議案第１２０号 北野下富線（４工区）道路築造工事（下部工その１）請負契約締結についての一部変更について
 議案第１２１号 所沢駅ふれあい通り線整備工事（その７）請負契約締結について
 議案第１２２号 市道路線の認定について
 議案第１２３号 令和６年度所沢市一般会計補正予算（第９号）
 諮 問 第 ３ 号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

議案番号 議　案　件　名 付託委員会

決算特別 認定する

結　　果

番　　号 件　　　　　名 結　　果

議案番号 件　　　　　名 結　　果

 認 定 第 １ 号 令和５年度所沢市一般会計歳入歳出決算の認定について
 認 定 第 ２ 号 令和５年度所沢市交通災害共済特別会計歳入歳出決算の認定について
 認 定 第 ３ 号 令和５年度所沢市所沢都市計画事業狭山ケ丘土地区画整理特別会計歳入歳出決算の認定について
 認 定 第 ４ 号 令和５年度所沢市所沢都市計画事業所沢駅西口土地区画整理特別会計歳入歳出決算の認定について
 認 定 第 ５ 号 令和５年度所沢市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について
 認 定 第 ６ 号 令和５年度所沢市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について
 認 定 第 ７ 号 令和５年度所沢市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について
 認 定 第 ８ 号 令和５年度所沢市水道事業決算の認定について
 認 定 第 ９ 号 令和５年度所沢市下水道事業決算の認定について
 認 定 第 10 号 令和５年度所沢市病院事業決算の認定について

 第 　 ２ 　 号 所沢市議会は、市長が除染土実証事業の中止を環境省に文書で申し入れるよう求めて下さい。
 第 　 ３ 　 号 国に「消費税の適格請求書等保存方式（インボイス制度）廃止の意見書」提出を求める請願書

 第 　 ４ 　 号 佐野允彦議員に猛省を求める決議

徹底
審議

市長提出議案（１８件）

決 算 認 定（１0件）

請　　　　願（２件）

議員提出議案（１件）

赤
川　
洋
二

長
岡　
恵
子

末
吉
美
帆
子

石
本　
亮
三

荻
野　
泰
男

長
谷
川
礼
奈

島
田　
一
隆

青
木　
利
幸

中　
　
毅
志

粕
谷
不
二
夫

松
本　
明
信

矢
作
い
づ
み

花
岡　
健
太

中
井
め
ぐ
み

小
林　
澄
子

斎
藤　
由
紀

秋
田　
　
孝

大
舘　
隆
行

大
石　
健
一

谷
口　
雅
典

福
原　
浩
昭

山
口　
浩
美

亀
山　
恭
子

川
辺　
浩
直

大
久
保
竜
一

植
竹　
成
年

石
原　
　
昂

入
沢　
　
豊

前
田　
浩
昭

大
庭　
祥
照

佐
野　
允
彦

神
戸　
鉄
郎

斉
藤
か
お
り

議員別賛否一覧 議案に対する各議員の賛否を表示しています。 賛成：○　　反対：×
立
憲
民
主
党
・

れ
い
わ
新
選
組

立
憲
リ
ベ
ラ
ル

の
会さきがけ市民クラブ

未来日本共産党
自由民主党・
維新・参政・
無所属の会

至誠自民クラブ公明党

議案番号

 第８６号  修正案  修正部分を除く原案 
第 １ ０ ９ 号
第 １ １ ５ 号
第 １ １ ９ 号
認 定 第 １ 号
認 定 第 ５ 号
認 定 第 ６ 号
認 定 第 ８ 号
請 願 第 ２ 号

○
○
○

○
○
○
○
○
○
×

○
○
○

○
○
○
○
○
○
×

○
○
○

○
○
○
○
○
○
×

○
○
○

○
○
○
○
○
○
×

○
○
○

○
○
○
○
○
○
×

○
○
○

○
○
○
○
○
○
×

○
○
○

○
○
○
○
○
○
×

○
○
○

○
○
○
○
○
○
×

○
○
○

○
○
○
○
○
○
×

○
○
○

○
○
○
○
○
○
×

○
○
○

○
○
○
○
○
○
×

○
○
○

○
○
○
○
○
○
×

○
○
○

○
○
○
○
○
○
×

○
○
○

○
○
○
○
○
○
×

○
○
○

○
○
○
○
○
○
×

○
○
○

○
○
○
○
○
○
×

○
○
○

○
○
○
○
○
○
×

○
○
○

○
○
○
○
○
○
×

○

○
×
×
×
×
×
×
×
×
○

○
×
×
×
×
×
×
×
×
○

○
×
×
×
×
×
×
×
×
○

○
×
×
×
×
×
×
×
×

○

○
×

○
○
○
○
○
○
○
○

○
×

○
○
○
○
○
○
○
○

○
×

○
○
○
○
○
○
○
○

○
×

○
○
○
○
○
○
○
○

○
×

○
○
○
○
○
○
○
○

○
×

○
○
○
○
○
○
○
○

○
×

○
○
×
×
○
○
○
○

○
×

○
○
×
×
○
○
○
○

○
○

○
○
○
×
○
×
○
○

○
○

○
○
○
×
○
×
○

■賛否の分かれた議案等　　　　については、議員別賛否一覧をご覧ください

（
議
長
）

※審査未了・・・会議に上程された議案や請願等が会期中に議決されなかったときは、次の会議に持ち越さないことが地方自治法第１１９条に規定されています。
　　　　　　　　請願第３号は議決に至らず審査未了となりました。


